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たすけあいアンケートより5月のお支払い状況

お支払い金額

3,336,000円

こころの早期対応保障 1件
事故通院 10件
親扶養者死亡 2件
親扶養者重度障害 1件
病気手術 3件
病気長期入院 1件
病気入院 4件

　　総計  22件

病気　肥厚性鼻炎
：

入院 1日・手術
1回　共済金 60,

000 円

●窓口や共済金の請
求手続きでお気づ

きになった点

　対応の迅速さ、
丁寧さ。

●支えてくれている
全国の仲間へのメ

ッセージ

　たすけあい制度
によって、心か

ら助かる人が

多くいます。

　入学時に辞書コンテンツを購入した新入生を対象に開催。学びをよ
り豊かにする「辞書コンテンツ」は多くの方にご利用いただいていま
すが、従来の電子辞書と異なりWeb上で閲覧する形式のため、使い
方に難しさを感じる声もあります。
　そこで、活用の第一歩として使い方講座を開催しました。操作を実
践しながら進め、「分かりやすい」と好評でした。今後も学びの充実
に向け、継続して実施してまいります。

SHAREA副店長　相澤京

　学生委員会は理事会の下の組織委員会です。
　今年は97名が理事長の任免をうけ新メンバーとなりました。
　学生委員会は理事会で決定した方針を具体化するとともに組合員の
声を基により良い大学生活のための企画を行います。

2025年度　学生委員会の主な活動
●WelcomeParty　●Start Up Seminar　
●オープンキャンパス「何でも相談」、「学長メッセージ動画」の制作
●CO・OP学生総合共済予防提案活動　●自転車点検　●健康安全まつり
●花壇活動　●ゴミ処理場見学＆学習会　●平和活動　等

　入学時に生協でパソコン（富士通）を購入いただいた方を対象にパソコンサ
ポート無料相談会を定期的に開催しています。無料相談会では専門のパソコン
メーカースタッフが対応します。（今回の相談件数文京町地区：14件、本町地
区2件）
　SHAREA内「サポートデスク」では随時パソコンの困った、に対応してい
ます。生協パソコンはメーカー保証、動産保証ともに4年間のダブル保証です。
生協では大学生活の中で安心して学ぶことができるようサポートしています。

　当日はどの班でも活発な意見交換が行われ、参加者からは「防災を身近な問題として考えることができた」「非常食や
避難場所についてあらためて確認したい」といった声が聞かれました。話し合いを通して、災害への不安を共有するだけ
でなく、日頃からできる備えを具体的に考える機会になったと感じています。また、一人暮らしの学生ならではの課題や、
地域とのつながりの大切さについても意見が出ました。今回の活動をきっかけに、防災意識を継続的に高め、定期的な情
報共有や防災グッズの確認など、日常的な備えにつなげていきたいです。

生協学生委員会　農学生命科学部3年　冨子龍

■現在、防災のために個人や家族で備えていることは？
　もし今、災害が起きたら？ 
●避難場所の確認や家族との位置情報共有、緊急連絡先の確認（安
　否確認に関する備え）
●保存食や飲料水、防災バッグ、非常用トイレなどの準備
●家具の固定など被害軽減のための対策
■これから備えられることは？
　生協でできることは？ 
●非常食の食べ比べイベントや地震体験車など、体験を通して防災
　を学べる企画
●防災マップの共有や備蓄品の充実（個人でできる備えのサポート）
●防災情報の発信、防災関連商品の販売、防災教育の充実など

　東日本大震災から15年という節目の年を迎え、
災害による被害やそこから得られた教訓を風化さ
せることなく、あらためて防災について考える機
会を設けることが重要であると考えました。また、
組合員が防災への関心を高め、日頃の備えについ
て考えるきっかけとなるように今回のテーマを決
めました。

■過去にどんな防災活動を行っていたか
●避難訓練や火災訓練（けむり体験）
●避難所設営、生活体験
●ハザードマップの作成や確認
　（地域の災害リスクを知る活動）
●水や非常食の備蓄、防災ずきんや懐中電灯の準備、
　防災リュックの作成など

「生協への質問・意見」「組合員活動の時間」で出た意見・要望は弘前大学生協ホームページ等でも皆さまにご覧いただけるよう掲載しています。

　2年前の7月発行あっぷれす編集後記に食堂で提供していた「さらさらトン茶」（ご
飯の上にカツとおろし大根、梅干し、野菜と出汁がかかっている丼）にハマったことを
紹介していました。今年、まだ出逢えていません…。メニュー変更は仕方がありません。
が、残念でならない。また会えると思っていたものに出逢えない辛さ。「推しは推せる
時に推せ」という言葉は真理ですね。「次」がいつあるかわかりません。好きなものが
あるなら学生はもちろん、社会人も後悔しないように「今」を存分に楽しみたいと思い
ます。写真は七夕まつりの短冊。みんなどんな願い事をしたのかな。（SHIMO）

＊G1200コース加入者のお支払い件数を掲載しています。
＊詳しい保障内容は「CO･OP学生総合共済パンフレット」を
ご覧ください。

開催日時：5月20日（水）　13：00～　 参加人数：8名（アーカイブ配信あり）

第65回通常総代会　
組合員活動の時間　テーマ：防災

テーマについて

話し合った内容と出た意見

パソコンサポート　無料相談会パソコンサポート　無料相談会編集後記

辞書コンテンツ使い方講座（オンライン開催）

学生委員会新メンバー
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弘前大学生活協同組合のホームページは、「弘前大学生協」で検索！
1ヶ月に１回発行。弘前大学生協の活動をお知らせいたします。
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詳しくは弘大生協ホームページ・理事会の議事録・発言録をご覧ください。詳しくは弘大生協ホームページ・理事会の議事録・発言録をご覧ください。

協議事項

議決事項

第1号議案　第65回通常総代会の振り返り

　● 総代会運営、組合員活動の時間等の振り返りをし、質問・意見から今後3点を重
点的に取り組むことを確認しました。　1）混雑解消と「居場所」としての生協、
2）物価高と組合員還元、3）活動・つながり・「防災」

第２号議案　各種規程（職務権限規程・規程管理規程）の一部改定

第３号議案　2026年度稟議決裁基準

　第2・3号議案について、全会一致で可決承認されました。

2026年度 第2回理事会報告2026年度 第2回理事会報告6月25日
開催 次回は7月16日（木）予定次回は7月16日（木）予定

開催日時：6月12日（金）　18：30～20：30　
場　　所：大学会館2階Scorum　 参加人数：79名（総代30名、生協職員８名、学生委員会41名）

開催
目的

1. 総代が集めた意見・要望などを生協職員・学生
委員会に届ける場を作ること。

2. 意見回収を円滑に行い、総代活動を活性化する
こと。

開催日時：6月13日（土）　12：00～16：00　※11時からの予定でしたが、雨により12時からとなりました。
場　　所：理工学部2号館前駐輪場　 点検台数：122名

開催
目的

1. 正しい交通ルールやマナーを知ってもらい、違反や事故のリスクを減らす。
2. 正しい点検・管理方法を知ってもらい、不備が放置された状態の自転車を減らす。
3. 共済の具体的な給付事例や使い方を知ってもらい、自身で申請できるようになってもらう。
4. 学生賠償責任保険や学生生活110番について知ってもらう。

　今回のREPセッション＃１では、この春から自転車
のルールが改正されたこともあり自転車について考える
時間を設け、テーマ「生協で取扱してほしい自転車関連
商品」で意見を募集しました。学生委員会からクイズを
交えて進行したこともあり「楽しく参加できた」という
反応をいただきました。
　また、5月総代会の開催報告と合わせて、「組合員活
動の時間」のテーマでもあった「防災」について考える
時間を設け、災害に対して具体的にどのように備えてい
くのか考えることができました（ローリングストック
等）。
　今後の REP セッションでは引き続き総代会で出され
た意見・要望を深めるとともに、総代企画の決定、内容
を詰めていく予定です。

生協学生委員会　保健学科2年　加藤葉太

　今年度は、道路交通法が改正されたことを組合員に
知らせ、危険運転を減らすとともに、自転車の点検台
数と参加を増やすことを目標に活動しました。食堂 
Horest にて館内放送やビラ配りで、法改正の注意喚
起や企画の宣伝を事前に行ったことで、当日は「無灯
火は5000円の罰金らしいよ」などという声が聞こえ
てきました。また、当日の参加者は過去最多の122
名でした。
　今後は「全ての組合員が共済や賠償責任保険の申請
を適切にできる」を目標に、健康安全まつり（大学祭
中に実施）や運動企画、食企画等につなげていきます。
生協学生委員会　人文社会科学部2年　久保田哲平

REPセッション（総代交流会）

自 転 車 点 検 （ 学 生 委 員 会 ）自 転 車 点 検 （ 学 生 委 員 会 ）
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　総代の皆さんより204件の質問・ご意見が寄せられました。その中から代表的な声と回
答を一覧でご紹介します。
　全文は本編「総代 質問・意見と回答」またはホームページをご覧ください。

●学食の値段が高い。ワンコインで食べられる工夫をしてほしい。
（2年農生）
●高いと食べなくていっかと思ってしまうので、特典やイベント
があると食べようという気になる。（4年人社）

●コンビニのおにぎりが高い。（2年理工）
●高い。高いのはいいが、組合員への還元を感じる機会が少ない。
（院生理工）

弘前大学「学生生活支援プロジェクト」ではライス・カレー・内
製弁当に50Pt付与中（～7月末）。組み合わせ次第で478円～
の提案も可能です。
また、カレー、かけうどん・そばは、「安心価格」として低価格
を維持しています。
組合員還元について、七夕・生協まつりだけでなく、皆さんに実
感いただける日常のポイント還元を増やせるよう努めます。

●食堂の混雑、特に食器返却エリアの解消をどうにかしてほしい。
（1年理工）
●昼食混雑時での1階食堂の動線確保について、不便すぎる訳で
はありませんが、人が多くて移動のしづらさが目立つ気がしま
す。2階食堂への分散などがもう少しできれば良いかなと思っ
ています。（1年人社）

座席数は約800席（Horest）。誘導テープや一方通行案内、グ
ループでの食器まとめのお声がけ等を実施していますが抜本解決
には至らず、引き続き工夫を検討します。
総代交流会（REPセッション）でもぜひご意見をお寄せください。

質問・意見

価格・
組合員還元

混雑対策

回答

●ご飯盛付ロボットとは一体なんですか？（1年理工）
●多くの皆さんに利用してもらえるよう、今の段階でどんな工夫
をしていこうと考えていますか？（1年農生）

ボタン1つで定量のご飯を盛付ける機械です。利用された方から
は「抵抗はない」「難しくない」との声をいただいています。
今後丼や弁当盛付などへの活用も予定しています。

●チャージする場所がもっとあると嬉しいです。（1年理工）
●対応金融機関を踏まえ、首都圏・北海道出身者等に向けた利用
促進のアプローチが可能だと思います。（3年理工）

6/22「青森みちのく銀行」がBankPay連携し、銀行口座から
チャージができるようになりました。設置場所は引き続き検討し
ます。
「混雑対策」が主目的のため、現時点では支払い手数料も負担が
大きくなる他サービスの導入は予定しておりません。

●WelcomeParty等で大学への不安が解消し、生協の事業にも
興味を持った。（1年理工）

DX・
テクノロジー

●古本コーナーや、弘大生協マスコットを作ってほしい。（教員理
工）

●ベジチェックのスコア上昇企画など、健康向上と売上の両方に
つながるキャンペーンはどうでしょうか。（教員農生）

●今年度のテーマが防災とのことだが、学内で防災士資格を取得
した学生の利活用を積極的に行ってみてはどうか。（院生理工）

アイディア

「いつもありがとうございます」「助かっています」など、感謝・激励のお声も、1年生から教職員の方まで多数いただきました。職員一同、励みになります。

キャッシュレス

新入生サポート
学生委員会では、新入生の不安解消に向けたイベントを多数企画
しています。「健康安全まつり」をはじめ、日常的に様々な企画
を実施しています。一緒に取組みましょう。

古本は在庫リスクの面でハードルがありますが「思いが溢れる棚」
は形にしたいです。スコア上昇企画も今年取組めるよう準備中。
マスコットも内部で検討します。
専門知識と資格を持つ方々の力を借りて取組むことで幅が広がり
ますので一緒に働きかけをしてみます。

生協への
意見・要望

学生総合共済マスコットキャラクター
「タヌロー」もお出迎え
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●昼食混雑時での1階食堂の動線確保について、不便すぎる訳で
はありませんが、人が多くて移動のしづらさが目立つ気がしま
す。2階食堂への分散などがもう少しできれば良いかなと思っ
ています。（1年人社）

座席数は約800席（Horest）。誘導テープや一方通行案内、グ
ループでの食器まとめのお声がけ等を実施していますが抜本解決
には至らず、引き続き工夫を検討します。
総代交流会（REPセッション）でもぜひご意見をお寄せください。

質問・意見

価格・
組合員還元

混雑対策

回答

●ご飯盛付ロボットとは一体なんですか？（1年理工）
●多くの皆さんに利用してもらえるよう、今の段階でどんな工夫
をしていこうと考えていますか？（1年農生）

ボタン1つで定量のご飯を盛付ける機械です。利用された方から
は「抵抗はない」「難しくない」との声をいただいています。
今後丼や弁当盛付などへの活用も予定しています。

●チャージする場所がもっとあると嬉しいです。（1年理工）
●対応金融機関を踏まえ、首都圏・北海道出身者等に向けた利用
促進のアプローチが可能だと思います。（3年理工）

6/22「青森みちのく銀行」がBankPay連携し、銀行口座から
チャージができるようになりました。設置場所は引き続き検討し
ます。
「混雑対策」が主目的のため、現時点では支払い手数料も負担が
大きくなる他サービスの導入は予定しておりません。

●WelcomeParty等で大学への不安が解消し、生協の事業にも
興味を持った。（1年理工）

DX・
テクノロジー

●古本コーナーや、弘大生協マスコットを作ってほしい。（教員理
工）

●ベジチェックのスコア上昇企画など、健康向上と売上の両方に
つながるキャンペーンはどうでしょうか。（教員農生）

●今年度のテーマが防災とのことだが、学内で防災士資格を取得
した学生の利活用を積極的に行ってみてはどうか。（院生理工）

アイディア

「いつもありがとうございます」「助かっています」など、感謝・激励のお声も、1年生から教職員の方まで多数いただきました。職員一同、励みになります。

キャッシュレス

新入生サポート
学生委員会では、新入生の不安解消に向けたイベントを多数企画
しています。「健康安全まつり」をはじめ、日常的に様々な企画
を実施しています。一緒に取組みましょう。

古本は在庫リスクの面でハードルがありますが「思いが溢れる棚」
は形にしたいです。スコア上昇企画も今年取組めるよう準備中。
マスコットも内部で検討します。
専門知識と資格を持つ方々の力を借りて取組むことで幅が広がり
ますので一緒に働きかけをしてみます。

生協への
意見・要望

学生総合共済マスコットキャラクター
「タヌロー」もお出迎え
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たすけあいアンケートより5月のお支払い状況

お支払い金額

3,336,000円

こころの早期対応保障 1件
事故通院 10件
親扶養者死亡 2件
親扶養者重度障害 1件
病気手術 3件
病気長期入院 1件
病気入院 4件

　　総計  22件

病気　肥厚性鼻炎
：

入院 1日・手術
1回　共済金 60,

000 円

●窓口や共済金の請
求手続きでお気づ

きになった点

　対応の迅速さ、
丁寧さ。

●支えてくれている
全国の仲間へのメ

ッセージ

　たすけあい制度
によって、心か

ら助かる人が

多くいます。

　入学時に辞書コンテンツを購入した新入生を対象に開催。学びをよ
り豊かにする「辞書コンテンツ」は多くの方にご利用いただいていま
すが、従来の電子辞書と異なりWeb上で閲覧する形式のため、使い
方に難しさを感じる声もあります。
　そこで、活用の第一歩として使い方講座を開催しました。操作を実
践しながら進め、「分かりやすい」と好評でした。今後も学びの充実
に向け、継続して実施してまいります。

SHAREA副店長　相澤京

　学生委員会は理事会の下の組織委員会です。
　今年は97名が理事長の任免をうけ新メンバーとなりました。
　学生委員会は理事会で決定した方針を具体化するとともに組合員の
声を基により良い大学生活のための企画を行います。

2025年度　学生委員会の主な活動
●WelcomeParty　●Start Up Seminar　
●オープンキャンパス「何でも相談」、「学長メッセージ動画」の制作
●CO・OP学生総合共済予防提案活動　●自転車点検　●健康安全まつり
●花壇活動　●ゴミ処理場見学＆学習会　●平和活動　等

　入学時に生協でパソコン（富士通）を購入いただいた方を対象にパソコンサ
ポート無料相談会を定期的に開催しています。無料相談会では専門のパソコン
メーカースタッフが対応します。（今回の相談件数文京町地区：14件、本町地
区2件）
　SHAREA内「サポートデスク」では随時パソコンの困った、に対応してい
ます。生協パソコンはメーカー保証、動産保証ともに4年間のダブル保証です。
生協では大学生活の中で安心して学ぶことができるようサポートしています。

　当日はどの班でも活発な意見交換が行われ、参加者からは「防災を身近な問題として考えることができた」「非常食や
避難場所についてあらためて確認したい」といった声が聞かれました。話し合いを通して、災害への不安を共有するだけ
でなく、日頃からできる備えを具体的に考える機会になったと感じています。また、一人暮らしの学生ならではの課題や、
地域とのつながりの大切さについても意見が出ました。今回の活動をきっかけに、防災意識を継続的に高め、定期的な情
報共有や防災グッズの確認など、日常的な備えにつなげていきたいです。

生協学生委員会　農学生命科学部3年　冨子龍

■現在、防災のために個人や家族で備えていることは？
　もし今、災害が起きたら？ 
●避難場所の確認や家族との位置情報共有、緊急連絡先の確認（安
　否確認に関する備え）
●保存食や飲料水、防災バッグ、非常用トイレなどの準備
●家具の固定など被害軽減のための対策
■これから備えられることは？
　生協でできることは？ 
●非常食の食べ比べイベントや地震体験車など、体験を通して防災
　を学べる企画
●防災マップの共有や備蓄品の充実（個人でできる備えのサポート）
●防災情報の発信、防災関連商品の販売、防災教育の充実など

　東日本大震災から15年という節目の年を迎え、
災害による被害やそこから得られた教訓を風化さ
せることなく、あらためて防災について考える機
会を設けることが重要であると考えました。また、
組合員が防災への関心を高め、日頃の備えについ
て考えるきっかけとなるように今回のテーマを決
めました。

■過去にどんな防災活動を行っていたか
●避難訓練や火災訓練（けむり体験）
●避難所設営、生活体験
●ハザードマップの作成や確認
　（地域の災害リスクを知る活動）
●水や非常食の備蓄、防災ずきんや懐中電灯の準備、
　防災リュックの作成など

「生協への質問・意見」「組合員活動の時間」で出た意見・要望は弘前大学生協ホームページ等でも皆さまにご覧いただけるよう掲載しています。

　2年前の7月発行あっぷれす編集後記に食堂で提供していた「さらさらトン茶」（ご
飯の上にカツとおろし大根、梅干し、野菜と出汁がかかっている丼）にハマったことを
紹介していました。今年、まだ出逢えていません…。メニュー変更は仕方がありません。
が、残念でならない。また会えると思っていたものに出逢えない辛さ。「推しは推せる
時に推せ」という言葉は真理ですね。「次」がいつあるかわかりません。好きなものが
あるなら学生はもちろん、社会人も後悔しないように「今」を存分に楽しみたいと思い
ます。写真は七夕まつりの短冊。みんなどんな願い事をしたのかな。（SHIMO）

＊G1200コース加入者のお支払い件数を掲載しています。
＊詳しい保障内容は「CO･OP学生総合共済パンフレット」を
ご覧ください。

開催日時：5月20日（水）　13：00～　 参加人数：8名（アーカイブ配信あり）

第65回通常総代会　
組合員活動の時間　テーマ：防災

テーマについて

話し合った内容と出た意見

パソコンサポート　無料相談会パソコンサポート　無料相談会編集後記

辞書コンテンツ使い方講座（オンライン開催）

学生委員会新メンバー
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弘前大学生活協同組合のホームページは、「弘前大学生協」で検索！
1ヶ月に１回発行。弘前大学生協の活動をお知らせいたします。
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Tel: 0172-34-4806 Fax: 0172-36-6965 

生協通信

189
15

- 4 -


